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１．経営理念

［企業コンセプト］

         Ecologically  Clean

［企業理念］

       かけがえのない地球の未来を見つめ、

       “心”と“技”で水の価値を創造する。
［経営の姿勢］

      ・ 地球を大切にする。

      ・ お客様を大切にする。

      ・ 人を大切にする。

      ・ 技術を大切にする。

      ・ 株主を大切にする。



２．２００３年３月期 決算状況

１） 連結決算

　      売上高        　   ６６７ 億円 　（△１６.１％）

     　 経常利益    　   ３４.０ 億円　 （△５.９％）

　      経常利益率   　   ５.１ ％ 　   （＋０.５ﾎﾟｲﾝﾄ）

        純利益　　　　 　 １４.６ 億円   （ ＋４.１％）

２） 単独決算

     　 売上高       　    ５６７ 億円 　（△１５.7％）

     　 経常利益    　   ２８.９ 億円　 （△９.５％）

     　 経常利益率   　   ５.１ ％ 　   （＋０.４ﾎﾟｲﾝﾄ）

        純利益　　　　　  １２.１ 億円   （△４.８％）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（  ）内前期比



連結売上高推移・予想

687 711
790
851
796
725 694

887

795

667 700

0

200

400

600

800

1000

94.3 95.3 96.3 97.3 98.3 99.3 00.3 01.3 02.3 03.3 04.3

億
円



連結経常利益推移・予想
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連結売上高経常利益率推移・予想
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連結当期純利益推移・予想
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３．中期グループ基本方針進捗状況
　　（02.3月期～04.3月期）

［基本方針］

　　3.1　顧客満足の獲得

　　3.2　グループ収益構造の改革

　　3.3　次世代主力事業の育成・構築

　　3.4　グローバル展開の推進

　　3.5　マネジメントの革新



スマイルカーブと在りたい姿

収
益
性

機能商品 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ ﾒﾝﾃｻｰﾋﾞｽ

130億円

147億円

151億円

380億円

313億円

225億円

190億円

170億円

147億円

01.3 実績

02.3 実績

03.3 実績

（単独・食品事業除）

［在りたい姿　Ⅰ］

ﾒｰｶ機能を持つ

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ企業

［在りたい姿　Ⅱ］

水処理/周辺分野で

顧客課題解決提案



3.1 顧客満足の獲得

 -2．課題解決提案力の強化

［メンテナンス売上高実績/計画（単独）］　　　（億円）

01/3 02/3 03/3 04/3

実績 実績 予想 実績 予想

190 170 166 147 180



3.2 グループ収益構造の改革

  -１．収益改善

［固定費削減］　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人/百万円）
00/3 01/3 02/3 03/3 04/3

実績 実績 実績 実績 予想

従業員数（単独） 838 782 758 726 710

従業員数（連結） 1,625 1,525 1,498 1,391 1,375

（国内従業員数） (1,438) (1,350) (1,317) (1,278) (1,262)

減価償却費（単独） 1,498 1,364 1,150 1,080 1,000



3.2 グループ収益構造の改革

  -２．コストダウン

［前期施策］

　　→ 装置開発センターの設置　(プラント競争力強化)

　　→ 技術生産管理部の設置　(コスト管理機能強化)

    → 中国現地法人の設立　（海外調達・製作）

［今期対応］

　　→ 中国組立工場の立上・評価

　  → 単価低減（標準化・部品共通化・工場生産 等）

　　→ システム物量低減（ＶＥ・パイロット実証試験 等）



3.3　次世代主力事業の育成・構築

　-2　環境ビジネスの事業拡大

［前期施策］

　　→ エコ事業部の設置（排水事業の拡大）

　　→ 汚泥減容化/フッ素規制対応設備の拡販

［今期対応］

　   →　一般産業向け事業部の統合

　　　　　（機器/ﾌﾟﾛｾｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ/ｴｺ事業部の統合）

　   →　ｸﾞﾙｰﾌﾟ販売・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ体制の整備　等



3.3　次世代主力事業の育成・構築
　-3　機能商品の事業拡大

［機能商品売上高実績/計画（単独）］　　　　（億円）

01/3 02/3 03/3 04/3

実績 実績 予想 実績 予想

131 147 153 151 160



3.3　次世代主力事業の育成・構築
　-3　機能商品の事業拡大

　　→　食品事業の拡大

　　　　　　・オルガノローディアフードテクノの設立

　　　　　　　　02年10月　営業開始

　　　　　　　　前期売上高(半期決算）　：　10億円



3.4　グローバル展開の推進

［前期施策］

　　→　中国現法設立

　　→　オルガノ（アメリカ）社の解散

［今期対応］

　　→　中国拠点の充実

　　　　・　中国組立工場の立上げ

　　　　・　広州事務所の設置



3.4　グローバル展開の推進

-2　オリジナル商品・技術の開発

→　環境ビジネス向け

　　ＳＣＷＯ（PCB実液/含浸物処理）、フッ素処理ｼｽﾃﾑ、

　　汚泥減容化ｼｽﾃﾑ、ﾊﾞｲｵｱｯｾｲ　　等

→　次世代超純水対応

　　ｲｵﾝ吸着膜、小形EDI　等

→　膜浄水事業強化

　　　大容量膜、ｾﾗﾐｯｸ膜、遠隔監視・運転支援ｼｽﾃﾑ　等



3.5　マネジメントの革新

　-1　マネジメントのスピードアップ

［前期施策］

　　→　執行役員制度の導入

　　→　年俸制の範囲拡大（全管理職対象）

［今期施策］

　　→　オルガノＭＩ（ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ）活動

　　　　・ｼｯｸｽｼｸﾞﾏ手法の導入



４．経営変革策

　固定費削減を中心とした収益改善策の次ステッ
プとして、売上拡大を図り業界トップクラスの
収益体質を構築する。

　　２００５年度（０６.３月期単体目標）

       　売上高               ７００ 億円

       　経常利益              ４９ 億円

       　経常利益率          ７.０ ％



業績の推移
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1）より安定した収益構造の確立

　①　メンテ・ソフトサービスの拡大

　②　機能商品の拡大

　③　固定費削減

2）次世代事業の育成

　①　エコ事業

　②　有価物分離・精製事業

　③　海外事業

経営変革策（具体的施策）



3）コストダウン

　　①　単価低減

　　②　システム物量低減

4）オルガノＭＩ活動

　　①　シックスシグマ導入による

　　　  経営品質の向上

経営変革策（具体的施策）
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